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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の画像情報を光電変換素子上に結像し、順次読取りを行う画像読取装置に用いられ
るレンズユニットであって、
　光軸に対して少なくとも１枚の回転対称な形状の回転対称レンズを保持する鏡筒部と、
　前記鏡筒部の一端に外接した少なくとも一面がアナモフィック面であるアナモフィック
レンズと、
　前記アナモフィックレンズと前記鏡筒部とを嵌合させ、それぞれの中心軸を合わせ、か
つ同軸を基準に相対回転し得る同軸度維持手段と、
　前記鏡筒部に対して前記アナモフィックレンズが前記光軸回りに相対的に回転可能なよ
うに前記アナモフィックレンズを前記鏡筒部に押し当てる弾性部材と、を有し、
　前記弾性部材は、前記鏡筒部の外周に設けられた溝部に引っ掛ける２本又は３本の枝部
を有しており、
　前記アナモフィックレンズは外形が矩形形状より成り、該矩形形状の寸法の長い方で中
心を通過する軸を長軸、これに直交し、中心を通過する軸を短軸とするとき、前記２本又
は３本の枝部のうち、１本が前記長軸の一方側にあり、残りが前記長軸の他方側にあり、
前記アナモフィックレンズには、前記長軸の他方側の２ヶ所に、前記長軸の平行度を調整
する長軸方向維持手段が設けられていることを特徴とするレンズユニット。
【請求項２】
　原稿台に載置された原稿の画像情報を複数の画素を１次元方向に配列した光電変換素子
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で読み取る画像読取装置であって、
　前記原稿台に載置された原稿の画像情報を前記光電変換素子上に結像する請求項１に記
載のレンズユニットと、
　前記レンズユニットを保持する溝部を有するレンズ固定部と、を有し、
　前記長軸の一方側に設けられた１本の枝部が前記溝部に位置し、前記長軸方向維持手段
にそれぞれ位置合わせ手段を接触させて前記光電変換素子の複数の画素の配列方向と前記
アナモフィックレンズの長軸方向とを一致させ、前記溝部に向かって固定手段により前記
鏡筒部を押し付けることで前記レンズユニットを固定していることを特徴とする画像読取
装置。
【請求項３】
　前記溝部はＶ字形状であることを特徴とする請求項２に記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記光電変換素子の複数の画素の配列方向と、前記アナモフィックレンズの母線方向と
を一致させる手段を有していることを特徴とする請求項２または３に記載の画像読取装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はレンズユニット及びそれを用いた画像読取装置に関する。特にアナモフィック
レンズを有する結像光学系の光学性能を十分に発揮して精度の高い画像読取りが行なえる
ようにした、例えばイメージスキャナー、複写機、そしてファクシミリ等の装置に好適な
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　図７は従来の画像読取装置の構成を示す要部概略図である。
【０００３】
　図７において、７２は原稿台（原稿台ガラス）であり、その面上に原稿７１が置かれて
いる。７７はキャリッジであり、後述する照明系７３、反射ミラー７４ａ～７４ｅ、結像
レンズ（レンズユニット）７５、そして読取手段（ＣＣＤ）７６を一体的に収納している
。キャリッジ７７はモータなどの副走査機構７８により図中の矢印方向（副走査方向）へ
走査し、原稿７１の画像情報を読取っている。読取られた原稿７１の画像情報は図示しな
いインターフェイスを通じて外部機器であるパーソナルコンピューターなどに送られる。
【０００４】
　７３は照明系であり、キセノン管やハロゲンランプ、ＬＥＤアレイなどである。なお、
照明系７３にはアルミ蒸着板などの反射板を組み合わせて用いてもよい。７４ａ～７４ｅ
は各々反射ミラーであり、原稿７１からの光束をキャリッジ７７内部で折り曲げている。
７５は結像レンズ（レンズユニット）であり、原稿７１からの光を後述する読取手段７６
面上に結像している。７６は読取手段としてのＣＣＤ（Charge Coupled Device）（１次
元光電変換素子）であり、紙面に対して垂直方向である主走査方向に複数の画素を配列し
た構成より成っている。
【０００５】
　上記構成の画像読取装置において、装置全体の小型化を図るにはキャリッジ７７の小型
化が必要である。そしてキャリッジ７７の小型化を図るためには結像レンズ７５を広画角
化して物像間距離を縮め、光路長自体を短くすることが最も有効な手段である。
【０００６】
　このような方法でキャリッジの小型化を図った画像読取装置は従来より種々と提案され
ている（特許文献１参照）。
【０００７】
　上記の構成の画像読取装置において、結像レンズの広画角化を図るために結像レンズに
アナモフィックな面を有するアナモフィックレンズを用いる方法がある。この方法では結
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像レンズの結像性能は光軸に対して回転非対称になってくる。そのため結像レンズの主走
査方向（母線方向）とＣＣＤの複数の画素の配列方向とを規制して合致させることが必要
になる。
【０００８】
　また、これらの結像レンズの製造過程では、アナモフィックレンズが鏡筒の基準軸から
外れて固定されると偏芯誤差が発生する。偏芯誤差は結像性能の劣化を伴うが、回転対称
レンズ群を回転調整することで、ＣＣＤ面上での結像性能を良好に維持することはできる
。
【０００９】
　このような画像読取装置は従来より種々と提案されている（特許文献２参照）。
【００１０】
　次に上記の結像レンズを図８、図９を用いてより具体的に説明する。
【００１１】
　まず、従来の回転対称レンズのみで構成される結像レンズ１０１を図８に示し説明する
。
【００１２】
　夫々の回転対称レンズａ、ｂ、ｃ、ｄは設計通りに製造されれば、図中網点部分で示し
たように結像領域１０５全体で十分な結像性能が発揮される。しかしながら図中の回転対
称レンズｃで示したように、一般に結像レンズは製造過程でレンズ偏芯が発生する。レン
ズ偏芯が発生すると結像面内での結像性能が不均一になってしまう。そのため回転対称形
状のレンズのみで構成される結像レンズ１０１では光軸を中心にレンズを回転させる。そ
して結像領域１０５内で結像性能が高い最良結像領域１０４が１次元光電変換素子１０７
の画素の配列方向１０６と重なるように調整（以下、「回転調整」と称す。）する必要が
ある。
【００１３】
　次にアナモフィックレンズを用いて構成される結像レンズ１０１を図９に示し説明する
。
【００１４】
　図中、円で例示しているのが回転対称形状のレンズ（回転対称レンズ）ａ、ｂ、ｃ、ｄ
である。四角で例示しているのがアナモフィックレンズ（回転非対称レンズ）ｅである。
アナモフィックレンズｅの主走査方向（長軸方向）を四角中の長い破線ｘで示す。アナモ
フィックレンズｅを用いた結像レンズ１０１は結像領域１０５が、該アナモフィックレン
ズｅによって決まる偏平領域となる。
【００１５】
　１次元光電変換素子１０７は原稿の画像情報を１次元画像として複数の画素を１次元方
向（主走査方向）に配列したラインセンサー（ＣＣＤ）より成っている。
【００１６】
　アナモフィックレンズｅは、その屈折力の一方向である主走査方向（長軸方向）とＣＣ
Ｄの複数の画素の配列方向（主走査方向）とが一致するように位置決めされている。鏡筒
(レンズ鏡筒)１０２とアナモフィックレンズｅは光軸Ｌを基準軸とし、互いに回転して組
み立てることができる。
【００１７】
　回転対称レンズｃで例示したように製造過程でレンズ偏芯が発生した場合、アナモフィ
ックレンズｅを結像領域１０５の中心にＣＣＤの複数の画素の配列方向があるように固定
したままで、鏡筒１０２を回転調整機構１０３により回転調整している。さらにレンズ偏
芯に起因する最良結像領域１０４がＣＣＤ１０７の複数の画素の配列方向１０６と重なる
ように調整している。そして調整が完了した後、鏡筒１０２とアナモフィックレンズｅを
接着などの手段により一体化している。
【特許文献１】特開２０００－１７１７０５号公報
【特許文献２】特開２００４－０７８１４９号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　上記従来の結像レンズによれば回転対称レンズを保持するレンズ鏡筒と、回転非対称レ
ンズを保持するレンズ鏡筒とが回転調整機構（同軸度維持手段）１０３により光軸Ｌを基
準に互いに回転調整できるが、光軸方向の位置は規制できていなかった。そのため本来は
密着しているべきレンズ鏡筒と回転非対称レンズとの間に隙間ができる場合があった。
【００１９】
　次に上記の不具合について図１０を用いて説明する。図１０は従来のレンズユニット(
結像レンズ)を示す三面図である。同図において（Ａ）は上面図、（Ｂ）は側面図、（Ｃ
）は正面図である。
【００２０】
　従来の回転調整機構（同軸度維持手段）は、アナモフィックレンズ２０２とレンズ鏡筒
２０１とをそれぞれ一体として形成された嵌合のため、図１０に示すような円周に設けた
４本のピン２０２ａより成っている。嵌合部２０３はスムーズな回転調整を行えて、且つ
、レンズ面の変形を伴ってはならない。よって強い応力を発生するような構造になること
は好ましくない。
【００２１】
　そのため回転調整時にはアナモフィックレンズ２０２が図１１に示すように光軸方向に
浮き上がってしまう場合があった。尚、図１１はレンズユニットを示す三面図であり、図
１０に示した要素と同一要素には同符番を付している。
【００２２】
　アナモフィックレンズ２０２がレンズ鏡筒２０１より浮き上がるとアナモフィックレン
ズ２０２の偏芯による光学性能の劣化はもちろんのこと、レンズ間隔も規定の量を維持で
きなくなり、光学性能の劣化を発生させてしまう。
【００２３】
　さらには、その後の接着作業では、接着剤が大量に隙間部２０４に流入し、固化時の収
縮変化によりレンズ面の変形による性能劣化や、新たなレンズ間隔ズレなどが引き起こさ
れてしまっていた。
【００２４】
　本発明はレンズ間隔誤差や偏心誤差が発生することなく、簡便な構造で精度良くアナモ
フィックレンズを保持できるレンズユニット及びそれを用いた画像読取装置の提供を目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　請求項１の発明のレンズユニットは、原稿の画像情報を光電変換素子上に結像し、順次
読取りを行う画像読取装置に用いられるレンズユニットであって、光軸に対して少なくと
も１枚の回転対称な形状の回転対称レンズを保持する鏡筒部と、前記鏡筒部の一端に外接
した少なくとも一面がアナモフィック面であるアナモフィックレンズと、前記アナモフィ
ックレンズと前記鏡筒部とを嵌合させ、それぞれの中心軸を合わせ、かつ同軸を基準に相
対回転し得る同軸度維持手段と、前記鏡筒部に対して前記アナモフィックレンズが前記光
軸回りに相対的に回転可能なように前記アナモフィックレンズを前記鏡筒部に押し当てる
弾性部材と、を有し、前記弾性部材は、前記鏡筒部の外周に設けられた溝部に引っ掛ける
２本又は３本の枝部を有しており、前記アナモフィックレンズは外形が矩形形状より成り
、該矩形形状の寸法の長い方で中心を通過する軸を長軸、これに直交し、中心を通過する
軸を短軸とするとき、前記２本又は３本の枝部のうち、１本が前記長軸の一方側にあり、
残りが前記長軸の他方側にあり、前記アナモフィックレンズには、前記長軸の他方側の２
ヶ所に、前記長軸の平行度を調整する長軸方向維持手段が設けられていることを特徴とし
ている。
【００２６】
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　請求項２の発明の画像読取装置は、原稿台に載置された原稿の画像情報を複数の画素を
１次元方向に配列した光電変換素子で読み取る画像読取装置であって、前記原稿台に載置
された原稿の画像情報を前記光電変換素子上に結像する請求項１に記載のレンズユニット
と、前記レンズユニットを保持する溝部を有するレンズ固定部と、を有し、前記長軸の一
方側に設けられた１本の枝部が前記溝部に位置し、前記長軸方向維持手段にそれぞれ位置
合わせ手段を接触させて前記光電変換素子の複数の画素の配列方向と前記アナモフィック
レンズの長軸方向とを一致させ、前記溝部に向かって固定手段により前記鏡筒部を押し付
けることで前記レンズユニットを固定していることを特徴としている。
【００２７】
　請求項３の発明は請求項２の発明において、前記溝部はＶ字形状であることを特徴とし
ている。
【００２８】
　請求項４の発明は請求項２又は３の発明において、前記光電変換素子の複数の画素の配
列方向と、前記アナモフィックレンズの母線方向とを一致させる手段を有していることを
特徴としている。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば鏡筒部とアナモフィックレンズを密着した状態で回転調整を行うことに
よりレンズ間隔誤差や偏心誤差が発生することなく、簡便な構造で精度良くアナモフィッ
クレンズを保持できるレンズユニット及び画像読取装置を達成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、図面を用いて本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００３３】
　図１は本発明の実施例１のレンズユニットを示す三面図である。同図において（Ａ）は
上面図、（Ｂ）は側面図、（Ｃ）は正面図である。
【００３４】
　図１において、１０はレンズユニット（結像レンズ）であり、原稿の画像情報を光電変
換素子上に結像し、順次読取りを行う画像読取装置に用いられる。１１は外周部が筒状の
鏡筒部（レンズ鏡筒）であり、光軸Ｌに対して少なくとも１枚の回転対称な形状の回転対
称レンズを保持している。
【００３５】
　１２は少なくとも一面がアナモフィック面であるアナモフィックレンズであり、鏡筒部
１１の一端に外接して保持されている。本実施例におけるアナモフィックレンズ１２は、
外形が矩形形状より成っている。矩形形状の寸法のうち、長い方で中心を通過する軸を長
軸１２ｃとしている。長軸１２ｃを直交し、中心を通過する軸を短軸１２ｄとしている。
【００３６】
　１２ａは同軸度維持手段としてのピンであり、アナモフィックレンズ１２と鏡筒部１１
を嵌合させ、それぞれの中心軸を合わせ、かつ同軸を基準に互いに相対位置を回転調整で
きるように相対回転させている。本実施例ではこのピン１２ａを４本用いている。
【００３７】
　１３は弾性部材であり、光軸方向に沿ってアナモフィックレンズ１２を鏡筒部１１に押
し当てている。本実施例における弾性部材１３は鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２
とをそれぞれ別々に押し当てることができる。
【００３８】
　１３ａは弾性部材１３の枝部であり、鏡筒部１１の外周に設けられた溝部１１ａに引っ
掛かるようになっている。弾性部材１３は、この枝部１３ａを３本有している。
【００３９】
　本実施例ではこの３本の枝部１３ａのうち、１本がアナモフィックレンズ１２の長軸１
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２ｃの片側にあり、残り２本が該長軸１２ｃに対し、片側の反対側にあり、それぞれ鏡筒
部１１の溝部１１ａに引っ掛かるようになっている。
【００４０】
　１２ｂは長軸方向維持手段であり、アナモフィックレンズ１２の長軸１２ｃの片側２ヶ
所に設けられており、該長軸１２ｃとの平行度を調整している。
【００４１】
　本実施例では、長軸方向維持手段１２ｂを用いて後述する画像読取装置において、光電
変換素子（ＣＣＤ）の複数の画素の配列方向と、アナモフィックレンズ１２の母線方向(
主走査方向)とを一致させている。
【００４２】
　Ｌは結像光学系の光軸である。
【００４３】
　本実施例では上記の如く弾性部材１３によりアナモフィックレンズ１２を光軸Ｌ方向に
規制しており、鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２との間に隙間が生じないように密
着させている。
【００４４】
　つまり本実施例では弾性部材１３の３本の枝部１３ａを鏡筒部１１の外周に設けた溝部
１１ａに引っ掛けることにより、アナモフィックレンズ１２と鏡筒部１１との間に隙間が
できないように規制している。
【００４５】
　これにより本実施例では鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２を密着した状態で回転
調整を行うことができるため、レンズ間隔誤差や偏心誤差が発生することなく、簡便な構
造で精度良くアナモフィックレンズを保持することができる。
【００４６】
　本実施例における弾性部材１３の材質は何でも良いが、例えば金属の薄板をプレス加工
すれば簡単に製作できる。薄板は弾性力が板厚を変更することで容易に変化する。よって
アナモフィックレンズ１２にかかる力を適正化し、レンズ面の変形を防止できる。
【００４７】
　アナモフィックレンズ１２を鏡筒部１１に固定する際、傾き誤差はレンズの長さに反比
例して悪化する。そのためアナモフィックレンズ１２の短軸方向１２ｄは精度よく固定す
る必要がある。
【００４８】
　本実施例においてはアナモフィックレンズ１２の短軸方向１２ｄの両側（長軸１２ｃを
挟んで両側）には枝部１３ａが設けられており、これによって鏡筒部１１とアナモフィッ
クレンズ１２とを精度良く固定することにより、双方にかかる応力を安定させている。ま
たこれにより鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２を密着した状態で回転調整を行うこ
とで、レンズ間隔誤差や偏心誤差の発生を防止することができる。
【００４９】
　上記の手段は鏡筒部１１にアナモフィックレンズ１２を固定する際、特に有効である。
【００５０】
　このように本実施例では上記の如く弾性部材１３によりアナモフィックレンズ１２を鏡
筒部１１に押し当てることにより、該鏡筒部１１に対してアナモフィックレンズ１２を密
着した状態で回転調整されるのでレンズ間隔誤差や偏心誤差の発生を抑制できる。
【００５１】
　また上記の如く鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２と別体となっている弾性部材１
３を用いることで、発生する応力を容易に設定することができる。これによりアナモレン
ズ面の変形を最小限に抑えることもできる。
【００５２】
　また本実施例では上述した如く鏡筒部１１の外周に設けられた溝部１１ａに３本(後述
する実施例２,３では２本)の枝部１３ａを引っ掛けるように弾性部材１３を構成している
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。これにより弾性部材１３を簡易に構成することができる。
【００５３】
　ここで枝部１３ａが１本の場合、アナモフィックレンズ１２にかかる応力が安定せず、
偏芯の原因になる。枝部１３ａが４本以上では構造の複雑化により枝部の長さにバラツキ
が発生しやすく、さらにバラツキによってアナモフィックレンズ１２にかかる応力も安定
せず、やはり偏芯の原因になる。
【００５４】
　また本実施例では上記の如くアナモフィックレンズ１２の長軸１２ｃの片側２ヶ所に該
長軸１２ｃとの平行度を調整する長軸方向維持手段１２ｂを設けることにより、アナモフ
ィックレンズ１２の母線方向と光電変換素子の複数の画素の配列方向とを簡易な構成で揃
えることができる。
【００５５】
　尚、本実施例においてはアナモフィック面を有していないレンズであっても、外径が回
転非対称形状の所謂偏平レンズであれば前述した構成を適用することができる。
［画像読取装置］
　図２は図１に示したレンズユニット１０を画像読取装置に搭載したときの要部概略図で
ある。同図において図１に示した要素と同一要素には同符番を付している。
【００５６】
　図２において弾性部材１３の３本の枝部１３ａは長軸１２ｃを挟んで、片側に１本、反
対側に２本有している。よって図２に示すようなＶ字形状のレンズ固定部１５に枝部１３
ａを１本下向きとして固定しても弾性部材１３がレンズ固定部１５と干渉することなく良
好に保持できる。
【００５７】
　本実施例における画像読取装置には位置合わせ手段１４がレンズユニット１０の図面上
、左右方向２ヶ所に設けられている。この位置合わせ手段１４がアナモフィックレンズ１
２の長軸１２ｃの片側２ヶ所に設けた長軸方向維持手段１２ｂと接触することで、複数の
画素が１次元方向に配列された１次元光電変換素子（不図示）の複数の画素の配列方向と
アナモフィックレンズ１２の長軸方向（母線方向）１２ｃとを一致させることができる。
これにより本実施例では鮮明なる画像情報を得ることができる。
【００５８】
　１次元光電変換素子（ＣＣＤ）を用いた画像読取装置においては、レンズの画角が同素
子の配列方向に大きく影響する。そのため各レンズ面の光線の通過領域は、同素子の配列
方向に長く、直交方向に短い矩形形状と成っている。アナモフィックレンズであっても同
じで光線有効部は矩形形状になる。アナモフィックレンズは特別の非球面加工を伴うので
、必要以上に加工面を広げることは製造的に好ましくなく、レンズ自体が長軸方向に長い
矩形形状になる。
【００５９】
　このアナモフィックレンズ１２を鏡筒部１１に固定する際、上述した如く該アナモフィ
ックレンズ１２の短軸方向１２ｄの両側（長軸を挟んで両側）を枝部１３ａにより固定す
ることにより応力を安定させることができる。
【００６０】
　仮に短軸１２ｄを挟んで両側に設けた場合、枝部１３ａは長軸端より外側に設置しなく
はならないので、レンズ全体が大きくなるが、本実施例によればそのような不具合も回避
できる。
【００６１】
　さらにレンズ固定部１５がＶ溝形状である画像読取装置への固定時に弾性部材１３がＶ
溝と干渉することなく、特別の構造を不要とできる。
【実施例２】
【００６２】
　図３は本発明の実施例２のレンズユニットを示す三面図である。同図において図１に示
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した要素と同一要素には同符番を付している。
【００６３】
　本実施例において前述の実施例１と異なる点は、弾性部材２３の枝部２３ａの数を２本
としたことである。その他の構成及び光学的作用は実施例１と同様であり、これにより同
様な効果を得ている。
【００６４】
　同図において、２３は弾性部材であり、光軸方向に沿ってアナモフィックレンズ１２を
鏡筒部１１に押し当てている。２３ａは弾性部材２３の枝部であり、鏡筒部１１の外周に
設けられた溝部１１ａに引っ掛かるようなっている。弾性部材２３は、この枝部２３ａを
２本有している。
【００６５】
　本実施例ではこの２本の枝部２３ａのうち、１本が長軸１２ｃの片側にあり、残りが該
長軸１２ｃに対し、片側の反対側にあり、それぞれ鏡筒部１１の溝部１１ａに引っ掛かる
ようになっている。
【００６６】
　本実施例では前述した実施例1と同様に弾性部材２３によりアナモフィックレンズ１２
を鏡筒部１１に押し当てることにより、該鏡筒部１１に対してアナモフィックレンズ１２
を密着した状態で回転調整されるのでレンズ間隔誤差や偏心誤差の発生を抑制できる。
【００６７】
　また本実施例においても鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２と別体となっている弾
性部材２３を用いることで、発生する応力を容易に設定することができる。これによりア
ナモレンズ面の変形を最小限に抑えることもできる。
【００６８】
　またアナモフィックレンズ１２を鏡筒部１１に固定する際、前述した実施例1と同様に
短軸方向１２ｄの両側（長軸を挟んで両側）に設けた枝部２３ａを用いている。これによ
り鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２とを精度良く固定することにより応力を安定さ
せている。またこれにより鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２を密着した状態で回転
調整を行うことで、レンズ間隔誤差や偏心誤差の発生を防止することができる。
【００６９】
　本実施例においても前述の実施例１と同様にレンズユニット１０を画像読取装置に搭載
した場合には鮮明なる画像情報を得ることができる。
【実施例３】
【００７０】
　図４は本発明の実施例３の結像レンズを示す三面図である。同図において図１に示した
要素と同一要素には同符番を付している。
【００７１】
　本実施例において前述の実施例２と異なる点は、同軸度維持手段としてのピン３２ａを
３本用いたことである。その他の構成及び光学的作用は実施例２と同様であり、これによ
り同様な効果を得ている。
【００７２】
　同図において、３２ａは同軸度維持手段としてのピンであり、アナモフィックレンズ１
２と鏡筒部１１を勘合させ、それぞれの中心軸を合わせ、かつ同軸を基準に互いに回転調
整できるように相対回転させている。本実施例ではこのピン１２ａを３本用いている。
【００７３】
　３３は弾性部材であり、光軸方向に沿ってアナモフィックレンズ１２を鏡筒部１１に押
し当てている。３３ａは弾性部材３３の枝部であり、鏡筒部１１の外周に設けられた溝部
１１ａに引っ掛かるようなっている。弾性部材３３は、この枝部２３ａを２本有している
。
【００７４】
　本実施例ではこの２本の枝部３３ａのうち、１本が長軸の片側にあり、残りが該長軸１
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２ｃに対して片側の反対側にあり、それぞれ鏡筒部１１の溝部１１ａに引っ掛かるように
なっている。
【００７５】
　尚、本実施例において弾性部材３３の材質は何でも良いが、例えば合成樹脂の射出成型
品とすれば簡単に製作できる。合成樹脂は種類を変更することで、弾性力が容易に変化す
る。よって、アナモフィックレンズ１２にかかる力を適正化し、レンズ面の変形を防止す
ることができる。
【００７６】
　本実施例では前述した実施例２と同様に弾性部材３３によりアナモフィックレンズ１２
を鏡筒部１１に押し当てることにより、該鏡筒部１１に対してアナモフィックレンズ１２
を密着した状態で回転調整されるのでレンズ間隔誤差や偏心誤差の発生を抑制できる。
【００７７】
　また本実施例においても鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２と別体となっている弾
性部材３３を用いることで、発生する応力を容易に設定することができる。これによりア
ナモレンズ面の変形を最小限に抑えることもできる。
【００７８】
　またアナモフィックレンズ１２を鏡筒部１１に固定する際、前述した実施例２と同様に
短軸方向の両側（長軸を挟んで両側）に設けた枝部３３ａを用いている。これにより鏡筒
部１１とアナモフィックレンズ１２とを精度良く固定することにより応力を安定させてい
る。またこれにより鏡筒部１１とアナモフィックレンズ１２を密着した状態で回転調整を
行うことで、レンズ間隔誤差や偏心誤差の発生を防止することができる。
【００７９】
　本実施例においても前述の実施例２と同様にレンズユニット１０を画像読取装置に搭載
した場合には鮮明なる画像情報を得ることができる。
［フラットベッド型画像読取装置］
　図５は本発明の実施例１、２、３の何れかのレンズユニット（結像光学系）をデジタル
複写機等のキャリッジ一体型（フラットベッド型）の画像読取装置に適用したときの要部
概略図である。
【００８０】
　本実施例において照明系３から放射された光束は直接あるいは反射笠（不図示）を介し
て原稿１を照明している。そして照明された原稿１からの反射光を第１、第２、第３、第
４、第５の反射ミラー４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅを介してキャリッジ７内部でその光
束の光路を折り曲げている。そして折り曲げられた光束を上述した実施例１、２、３の何
れかのレンズユニット５により読取手段としてのＣＣＤ６面上に結像させている。
【００８１】
　そしてキャリッジ７を副走査機構８により矢印Ｃ方向（副走査方向）に移動させること
により、原稿１の画像情報を読取っている。そして読取られた画像情報は不図示のインタ
ーフェイスを通じて外部機器であるパーソナルコンピューターなどに送られる。
【００８２】
　尚、一体型（フラットベッド型）の画像読取装置に限らず、例えば図６に示す１：２走
査光学系を有する画像読取装置に適用しても本発明は上述の実施例と同様に適用すること
ができる。
【００８３】
　つまり図６において８２は原稿台ガラスであり、その面上に原稿８１が載置されている
。８４は照明光源であり、例えばハロゲンランプ、蛍光灯やキセノンランプ等によって成
っている。８３は反射笠であり、照明光源８４からの光束を反射させ、効率よく原稿を照
明している。８５，８６，８７は各々の順に第１、第２、第３の反射ミラーであり、原稿
８１からの光束の光路を本体内部で折り曲げている。５は上述した実施例１～３の何れか
のレンズユニット（結像光学系）であり、原稿８１の画像情報に基づく光束を光電変換素
子６面上に結像させている。６は光電変換素子としてのラインセンサー（ＣＣＤ）である
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【００８４】
　同図において照明光源８４から放射された光束は直接あるいは反射笠８３を介して原稿
８１を照明している。そして照明された原稿８１からの反射光を第１、第２、第３の反射
ミラー８５，８６，８７を介して本体９０内部でその光束の光路を折り曲げ、レンズユニ
ット５によりＣＣＤ６面上に結像させている。このとき第１、第２、第３の反射ミラー８
５，８６，８７が副走査方向に移動しながら主走査方向を電気的に走査することで原稿８
１の画像情報を読み取っている。このとき第２，３の反射ミラー８６，８７は、第１の反
射ミラー８５の移動量の半分移動することで原稿８１とＣＣＤ６との距離を一定としてい
る。
【００８５】
　尚、本実施例ではデジタルカラー複写機の画像読取装置に本発明の結像光学系を適用し
たが、これに限らず、例えばカラーイメージスキャナーなどの種々のカラー画像読取装置
にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の実施例１のレンズユニットの三面図
【図２】本発明のレンズユニットを画像読取装置に装着した際の要部概略図
【図３】本発明の実施例２のレンズユニットの三面図
【図４】本発明の実施例３のレンズユニットの三面図
【図５】本発明のレンズユニットを画像読取装置に適用したときの要部概略図
【図６】本発明のレンズユニットを画像読取装置に適用したときの要部概略図
【図７】従来の画像読取装置の構成を示す要部概略図
【図８】従来の画像読取用レンズの回転調整を説明する要部概略図
【図９】従来のアナモフィック面を用いた画像読取用レンズの回転調整を説明する要部概
略図
【図１０】従来のレンズユニットの三面図
【図１１】従来の問題点を示すレンズユニットの三面図
【符号の説明】
【００８７】
　　１０　レンズユニット
　　１１　鏡筒部
　　１２　アナモフィックレンズ
　　１２ａ　同軸度維持手段（ピン）
　　１２ｂ　長軸方向維持手段
　　１３、２３、３３　弾性部材
　　１３ａ、２３a、３３ａ　枝部
　　１４　位置合わせ手段
　　１５　レンズ固定部
　　１　原稿
　　２　原稿台ガラス
　　３　照明系
　　４ａ，４ｂ，４ｃ，４ｄ，４ｅ　反射ミラー
　　５　結像光学系
　　６　光電変換素子
　　７　キャリッジ
　　８　副走査機構
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